
①人口

・急速に人口減少等が進む中、現状の生活利便性や地
域のつながり等を維持するため、身近な地域の拠点
等における生活サービス施設等の維持・集約が必要
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視点１ 居 住

◆誰もが安全・安心に住み続けられるよう、自然災害等
による被害の低減や空き家対策などを進めるとともに
安全・安心を確保するため必要に応じて適切に居住等
を誘導することが必要

視点２ 都市機能

視点３ 交通ネットワーク

■全体まとめ資料（本市が抱える課題➡立地適正化計画により解決すべき課題➡立地適正化に関する基本的な方針）

・日常の生活圏における生活利便性や地域コミュニ
ティ、まちのにぎわい等を維持するため、一定のエ
リア内への居住の誘導・集約による人口密度の維
持・確保が必要

・子育て世代や高齢者をはじめとして誰もが生活しや
すい地域特性等に応じた住環境の維持・形成が必要

・老朽化した空き家や低未利用地等の増加が見込まれ
地域特性に応じた効果的な空き家等対策が課題

・ＪＲ小樽駅周辺の中心市街地などにおいては、小規
模な未利用宅地等が散在的に分布しており、土地の
高度利用やまちの連続性の確保が課題

・拠点間交通ネットワークの確立をはじめとした持続
可能な地域公共交通網の形成が課題

・円滑に移動できる交通環境の形成が課題

・本市の強みを生かした産業振興や北海道新幹線等の
整備効果の波及などによる中心市街地をはじめとし
た地域経済全体の活性化が課題

・さらに厳しい財政状況が見込まれる中、公共施設
等の最適化や行政サービスの効率化など、将来の
人口や財政規模に見合った持続可能な行政運営を
進めて行くことが必要

・人口減少などの影響により、不動産需要が弱まり
を見せる中、都市全体の地価水準の維持・向上が
課題

・地形的な特性により、市内に土砂災害警戒区域な
どが多数存在していることから、地域の警戒避難
体制や災害対応力の強化が課題

・本市の中核的な拠点であるＪＲ小樽駅周辺の中心
市街地や市役所の周辺においては、既存の商業施
設や主要な公共施設などの都市機能を生かすとと
もに、都市機能の更新・誘導による活力と魅力の維
持・向上が必要

・人口規模に見合った施設規模の適正化等、安全・
安心な道路機能の確保などが課題

（３）安全・安心に住み続けられる居住地の
形成

本市が抱える課題（分野別）

①人 口

②土地利用

③都市交通

④経済活動

⑤財 政

⑥地 価

⑦災 害

⑨都市施設

◆本市の中核的な拠点であるＪＲ小樽駅周辺の中心市街
地や市役所の周辺においては、既存の商業施設や主要
な公共施設等の都市機能などの既存ストックを生かし
ながら、都市機能の更新・誘導による活力と魅力の維
持・向上が必要

⑧都市機能

◆拠点や交通ネットワーク等の形成と連携した誰もが移
動しやすく、人に優しい交通環境の維持・充実が必要

まちづくりの方針

１活力と魅力あふれるまちづくり

２安全・安心で快適に暮らせる

まちづくり

３自然を大切にし、歴史・文化を育む

まちづくり

将来都市像

４つの基本目標

第２次小樽市
都市計画マスタープラン

自然と人が紡ぐ

笑顔あふれるまち小樽

立地適正化計画により解決すべき課題

まちづくりの目標（目指すべき将来都市像）

●

持続可能で効率的なまちづくり

自然と人が紡ぐ
笑顔あふれるまち小樽

~あらたなる100年の歴史へ~

４持続可能で効率的なまちづくり

人口減少や少子高齢化などの社会動向に対

応し、安全・安心で快適な都市生活を持続可

能とする効率的なまちづくりを目指します。

〇効率的なまちづくり

人口減少下においても安心で快適な暮ら
しを持続できるよう市街地の範囲や拠点
の在り方の検討を進め、中心拠点と複数
の地域拠点に都市機能が集約され、それ
らが交通ネットワークで結ばれた効率的
なまちづくりを目指します。
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立地適正化に関する基本的な方針

共有

「持続可能で効率的なまちづくり」を本計画の「まちづく
りの方針」とし、「居住」、「都市機能」、「交通ネット
ワーク」の視点から、人口減少や少子高齢化などの社会動
向に対応し、安全・安心で快適な暮らしを持続可能とする
効率的なまちづくりを目指します。

本計画は、都市計画マスタープランの一部とみなされ、
居住や医療・福祉・商業等の都市機能、交通ネットワーク
の視点から、同プランの基本目標の１つである「持続可能
で効率的なまちづくり」を推進することにより、将来都市
像の実現を図るものです。このことから、本計画において
も、この将来都市像を「まちづくりの目標」に設定しま
す。

共有

～居住に関する方針～

～都市機能に関する方針～

～交通ネットワークに関する方針～

・公園については、利用状況等に応じた機能の再編
・集約、多様なニーズに対応した機能の充実など
が必要

②・⑦・⑨

◆日常の生活圏における生活利便性や地域コミュニティ
等が持続的に確保されるよう、拠点やその周辺、公共
交通沿線などの一定のエリア内への居住の誘導・集約
による人口密度の維持・確保が必要

①・②・③・④・⑤・⑥・⑦・⑧・⑨

◆中心拠点と各地域の拠点間相互の連携・補完に寄与す
る持続可能な拠点間交通ネットワークの形成が必要

◆生活利便性の高い中心市街地や身近な地域の拠点、自
然豊かなゆとりある郊外の住宅地等の地域特性などに
応じた誰もが生活しやすい住環境の維持・形成が必要

①

①・②・④・⑤・⑥・⑧

①・③

③

（１）居住の誘導・集約による人口密度の
維持・確保

資料５
抽出に当たっては、本計画が目指す都市計画マスタープランの基本目標である「持続可能で効率的なまちづくり」の方向性を踏まえながら

「居住」、「都市機能」、「交通ネットワーク」の３つの視点で、分野別の本市が抱える課題から本計画により解決すべき課題を抽出

抽出

◆現状の生活利便性や地域のつながり等を維持するため
身近な地域の拠点や広域的に利用される地域の拠点等
における都市機能の維持・集約が必要

①・④・⑤・⑥・⑧

３つの
視点

「資料５・別紙」参照

「資料５・別紙」参照

「資料５・別紙」参照

（２）地域特性等に応じた住環境の維持・形成

（２）中心市街地等における活力と魅力の
維持・向上

（１）身近な地域の拠点等における都市機能の
維持・集約

（１）持続可能な拠点間交通ネットワークの
形成

（２）拠点等の形成と連携した交通環境の
維持・充実


